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プレハブ仮設住宅の概要 

規模：１５市町 ４０６団地 ２２，０９５戸 

建設：プレハブ建築協会会員企業 
     プレハブメーカー １１社 
     住宅メーカー    ２４社 

プレハブ仮設住宅 建設状況 



プレハブ仮設住宅の現在 

建設当初 H２７年度末 H２８年１２月 
H２９年度末 
（予定） 

団地数（団地） ４０６ ３９２ ３１１ １４１ 

戸数（戸） ２２,０９５ ２１,７６１ １７,０１５ ９,９７０ 

入居者数（人） ５３,３０１ ２４,７４６ １３,７６２ － 

（平成２９年１２月末現在） 

38.7％ 
入居率 



プレハブ仮設住宅の解消 

一日も早い復旧・復興 
 
 《行政》 
  ・公共施設等の復旧 
  ・インフラの再構築 
 
 《個人》 
  ・自宅再建 
  ・土地活用 
 

  活用可能な施設 
  
 《建物》 
  ・被災地での再活用 
  ・損傷した施設の代用 
  ・経年劣化した施設の代用 
 
 《プレハブ》 
  ・震災遺構 
  ・地域振興 

プレハブ仮設住宅の 
利活用 



対象 
住戸 

対象先 
譲渡 
単位 

移築 
作業 

移築 
費用 

無償譲渡事業 
（建物・備品） 

全仮設住宅 
市町村 

公益団体等 
1棟単位 困難 高価 

有効活用事業 
ユニット型 
仮設住宅 

県・市町村 
公益団体等 
民間企業※ 

1戸単位 容易 安価 

有効活用事業：特定メーカーで建設した住戸を    
          対象とした事業 



工場で生産 
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移送 現地組み立て 

ユニット工法 ： 工場で複数のユニットを生産し，現地で組み立てる 

ユニットごとの移設になるので，再利用が容易 

ユニット自体で建物を支えており，間取り等の変更も容易 



民間企業等への公募 
（1）東日本大震災で被災した県内の    

  企業等 

（2）みやぎ企業立地奨励金を交付さ 

  れている企業等 

（3）民間投資促進特区により税制上  

  の特例措置を受けている企業等 

（4）従業員宿舎などの整備に対して 

  県の補助認定を受けた企業等 

（5）その他県の地域振興に資する用 

  途でプレハブ仮設住宅を再活用す 

  る企業等 

多くの企業においてもプレハブが活用可能に 



県事業及び市町村事業での活用 

職員宿舎 学校の部室 資材倉庫 

 H28年度：９箇所の施設において活用決定 
 H29年度：県庁各課室及び市町村へ照会済み 



（参考）産経新聞より 

オリンピックへの活用 

・被災地の復興状況を世界へ発信 
 
・レガシー（遺構）となりうる施設 

実現には至らないものの，
全国的な注目を集めるこ
とに寄与 



低コスト・低負担で被災した企業の再建を後押し 

対象範囲を拡大により，多団体での活用が可能に 

国内外からの注目による震災風化の防止 

復興後の震災遺構として地域のシンボルに 


